













各地の原生花園の初夏を彩る花としてよく知られている。北海道のものはエゾスカシユリ L. maculatum 










　スカシユリがヨー ロッパに渡ったのは 1830 年といわれ、本格的な育種がはじまったのは 20 世紀に入っ
てからであるが、スカシユリ、エゾスカシユリ、オニユリなど花被にカロチノイド色素をもつオレンジ系の花色
と上向きに咲く花の特徴を生かした多くの品種が育成されている。花色も近年は橙色だけでなく、黄色、
赤色、白色、ピンク、複色、斑点のないものなど様 な々品種がある。このスカシユリを中心にした主として
上向き花の改良品種は、ヨー ロッパではアジアティック・ハイブリッドとよばれ、丈夫で栽培しやすく、日本で
も切り花や庭植え用に広く利用されるようになった（本学名誉教授、前所長箱田直紀）。
表紙によせて
スカシユリLilium maculatum Thunb.
絵：角田葉子（2008 年７月 伊豆半島城ヶ崎にて）
 
